
第三章 i三権と民主主義一憲法理論の課題と展望

全
国
恋
法
研
究
会
が
発
足
し
た
一
九
六
五
年
は
、
窓
法
を
め
ぐ
る
状
況
こ
そ
、
こ
の
研
究
会
の
発
足
を
促
す
よ
う

な
緊
迫
し
た
時
期
で
あ
っ
た
が
、
裁
判
所
の
司
法
行
政
の
側
点
か
ら
は
、
「
田
中
コ
ー
ト
の
激
動
期
と
、
や
が
て
や

っ
て
く
る
石
川
コ
ー
ト
の
大
波
乱
の
間
に
は
さ
ま
れ
た
、
比
較
的
静
穏
な
時
期
」
に
あ
た
っ
て
い
た
Ｔ
）
。
樋
口
陽

一
に
よ
っ
て
、
戦
後
司
法
の
「
二
つ
の
分
水
嶺
」
（
２
）
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
両
コ
ー
ト
期
が
、
日
本
に
お
け
る
裁
判
官

の
独
立
お
よ
び
司
法
府
の
独
立
に
関
す
る
議
論
を
決
定
的
に
規
定
し
た
こ
と
は
異
論
の
な
い
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

す
な
わ
ち
、
川
中
耕
太
郎
最
高
裁
長
官
（
一
九
五
○
年
‐
一
九
六
○
年
在
任
）
の
時
期
に
は
、
政
治
部
門
に
よ
る
司

法
府
へ
の
干
渉
が
た
び
た
び
問
題
と
な
っ
た
。
憲
法
学
で
は
、
油
和
事
件
に
お
け
る
国
政
調
査
権
行
使
を
め
ぐ
る
参

｜
は
じ
め
に

司
法
の
独
立
に
つ
い
て
の
覚
書

京
部
大
学
教
授

曽
我
け
ハ
ド

上
人
１

・
Ｊ
ｂ
ｌ

百
万一弓

裕
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議
院
と
最
高
裁
と
の
対
立
が
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
が
、
一
九
五
○
年
代
半
ば
に
く
す
ぶ
り
続
け
て
い
た
裁
判
所
法
改

正
問
題
も
重
要
で
あ
る
（
３
）
。
い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
れ
ら
の
問
題
を
大
過
な
く
乗
り
切
っ
た
司
法
府
は
、
政
治
部

門
に
対
す
る
一
定
の
独
立
を
獲
得
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
そ
の
反
面
、
最
高
裁
事
務
総
局
を
中
心
と
す
る
司
法
行
政

の
強
化
は
こ
の
時
期
か
ら
始
ま
っ
て
い
た
。

石
田
和
外
長
官
（
一
九
六
九
年
，
一
九
七
三
年
在
任
）
の
時
代
に
は
、
一
九
六
七
年
の
恵
庭
事
件
判
決
以
降
、
与
党

か
ら
の
偏
向
判
決
批
判
や
、
そ
れ
と
結
び
付
け
ら
れ
た
青
法
協
問
題
を
背
景
に
、
司
法
府
内
部
で
最
高
裁
に
よ
る
裁

判
官
の
統
制
が
強
化
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

こ
う
し
た
経
緯
を
踏
ま
え
、
憲
法
学
に
お
い
て
は
、
司
法
府
の
独
立
に
関
し
て
は
政
治
部
門
、
特
に
内
閣
に
対
す

る
最
高
裁
の
自
律
性
を
強
調
す
る
解
釈
が
志
向
さ
れ
る
一
方
で
、
裁
判
官
の
独
立
に
関
し
て
は
最
高
裁
（
事
務
総
局
）

の
統
制
か
ら
の
裁
判
官
の
独
立
の
確
保
に
焦
点
が
置
か
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
二
○
○
○
年
代
初
め
に
は
、
こ
れ
ら
「
二
つ
の
分
水
嶺
」
と
並
ぶ
戦
後
司
法
の
第
三
の
分
水
嶺
と
い
う

べ
き
司
法
制
度
改
革
が
行
わ
れ
た
が
、
こ
う
し
た
議
論
フ
レ
ー
ム
に
は
大
き
な
変
化
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

本
稿
で
は
、
裁
判
官
の
独
立
に
つ
い
て
、
従
来
の
議
論
フ
レ
ー
ム
を
確
認
し
た
上
で
、
司
法
制
度
改
革
期
に
な
さ

れ
た
議
論
も
踏
ま
え
つ
つ
、
さ
さ
や
か
な
が
ら
異
な
る
観
点
を
提
示
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
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ｌ
従
来
の
問
題
把
握

冒
頭
に
述
べ
た
よ
う
に
、
司
法
府
の
独
立
に
関
し
て
学
悦
は
、
政
治
部
門
、
特
に
最
商
裁
長
官
の
指
名
椎
（
懲
法

六
条
二
項
）
、
雌
尚
裁
裁
判
官
及
び
下
級
裁
判
所
裁
判
官
の
任
命
椎
（
七
九
条
一
項
、
八
○
条
一
項
）
を
有
す
る
内
間

の
裁
量
椎
を
限
定
し
、
あ
る
い
は
最
高
裁
の
自
律
性
を
硴
保
す
る
こ
と
に
関
心
を
寄
せ
て
き
た
。
ま
た
、
裁
判
官
の

独
立
に
関
し
て
は
、
従
来
の
学
説
の
主
た
る
関
心
事
は
、
司
法
部
内
で
の
独
立
、
す
な
わ
ち
、
最
高
裁
（
事
務
総
局
）

に
よ
る
統
制
か
ら
の
解
放
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
憲
法
解
釈
論
や
制
度
改
革
論
が
展
開
さ
れ
て
き
て
い
る
。

そ
れ
に
よ
れ
ば
、
最
高
裁
に
よ
る
主
た
る
統
制
手
段
と
し
て
は
、
究
極
的
な
手
段
で
あ
る
再
任
拒
否
の
ほ
か
、
人

事
配
置
に
よ
る
も
の
、
昇
給
ペ
ー
ス
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
に
よ
る
も
の
、
情
報
に
よ
る
統
制
（
裁
判
官
会
同
・
協
議
会

や
洲
査
官
解
説
に
よ
る
最
高
裁
の
「
公
式
見
解
」
の
伝
達
）
と
い
っ
た
も
の
が
挙
げ
ら
れ
る
。

ｌ
で
述
べ
た
問
題
把
握
に
対
応
し
て
、
憲
法
解
釈
論
と
し
て
も
、
大
要
以
下
の
よ
う
に
説
か
れ
て
き
た
。
ま
ず
、

六
条
二
項
、
七
九
条
一
項
に
つ
い
て
は
、
最
高
裁
裁
判
官
を
内
閣
が
自
由
に
任
命
す
る
こ
と
に
は
疑
念
が
示
さ
れ
、

戦
後
初
期
に
存
在
し
た
裁
判
官
任
命
諮
問
委
員
会
の
よ
う
な
機
関
の
設
置
に
好
意
的
な
見
解
が
有
力
に
な
っ
て
い
る

（
答
申
の
拘
束
力
は
一
般
に
否
定
さ
れ
て
い
る
）
（
４
）
。
た
だ
し
、
こ
の
制
度
は
内
閣
の
裁
量
権
を
限
定
す
る
も
の
で
は
あ

っ
て
も
、
最
高
裁
の
自
律
性
確
保
に
は
直
結
し
な
い
。

２
憲
法
解
釈

二
従
来
の
議
論
フ
レ
ー
ム
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次
に
、
下
級
裁
判
所
裁
判
官
の
任
命
は
、
最
高
裁
の
指
名
し
た
者
の
名
簿
に
よ
っ
て
内
閣
が
行
う
こ
と
と
さ
れ
て

い
る
（
憲
法
八
○
条
一
項
）
が
、
こ
の
規
定
の
解
釈
に
つ
い
て
、
任
命
す
べ
き
裁
判
官
数
と
同
数
の
候
補
者
を
登
載
し
、

内
閣
の
選
択
椎
が
な
い
よ
う
な
名
簿
で
あ
っ
て
も
許
容
さ
れ
る
と
さ
れ
（
５
）
、
あ
る
い
は
、
内
閣
は
候
袖
者
に
つ
い

て
拒
否
権
を
有
し
な
い
と
す
る
解
釈
が
有
力
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
解
釈
は
要
す
る
に
、
下
級
裁
判
所
裁
判
官
の
任
命

権
を
最
高
裁
が
握
っ
て
い
る
と
す
る
も
の
で
あ
る
（
６
）
。
こ
の
こ
と
は
、
内
閣
に
対
す
る
最
高
裁
の
自
律
性
を
強
調

す
る
も
の
で
あ
る
と
と
も
に
、
司
法
部
内
で
の
最
高
裁
の
影
響
力
へ
の
統
制
の
契
機
が
存
在
し
な
い
こ
と
を
も
意
味

さ
ら
に
、
八
○
条
一
項
の
再
任
規
定
は
、
一
九
七
一
年
の
宮
本
判
事
補
事
件
を
契
機
に
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ
プ
さ
れ
、

諸
説
が
主
張
さ
れ
た
が
、
こ
こ
で
は
、
再
任
名
簿
の
登
載
は
自
由
裁
量
処
分
で
あ
る
と
す
る
最
高
裁
の
見
解
に
対
し

て
こ
れ
ら
の
諸
説
が
一
致
し
て
批
判
的
で
あ
り
、
司
法
部
内
に
お
け
る
裁
判
官
の
独
立
へ
の
配
慮
が
強
調
さ
れ
て
い

る
こ
と
を
確
認
し
て
お
き
た
い
。

な
お
、
憲
法
七
六
条
一
項
の
裁
判
官
の
「
良
心
」
の
解
釈
に
つ
い
て
は
、
従
来
、
上
記
の
よ
う
な
問
題
把
握
の
文

脈
で
は
な
く
、
よ
り
一
般
的
な
裁
判
官
の
独
立
の
観
点
か
ら
の
解
釈
論
が
中
心
で
あ
っ
た
が
、
近
年
、
司
法
部
内
に

お
け
る
裁
判
官
の
独
立
を
確
保
す
る
た
め
の
実
践
的
な
解
釈
と
し
て
、
裁
判
官
の
「
良
心
」
は
、
裁
判
官
の
特
権
で

あ
る
と
す
る
見
川
が
主
張
さ
れ
て
い
る
（
７
）
。

３
制
度
改
革
論

次
に
、
１
で
述
べ
た
問
題
把
握
に
基
づ
い
て
、
法
改
正
や
運
用
改
善
の
レ
ベ
ル
で
制
度
改
革
論
も
主
張
さ
れ
て
い

す
る
。
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る
が
、
主
な
も
の
と
し
て
は
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

ま
ず
、
抜
本
的
な
改
革
論
と
し
て
、
法
曹
一
元
論
が
あ
り
、
弁
護
士
会
を
中
心
と
し
て
、
根
強
い
支
持
が
あ
る
。

も
と
も
と
、
憲
法
八
○
条
一
項
に
よ
っ
て
下
級
裁
判
所
裁
判
官
に
任
期
制
が
導
入
さ
れ
た
の
は
、
占
領
初
期
の
ニ
ュ

ー
・
デ
ィ
ー
ラ
ー
の
影
響
の
も
と
に
法
曹
一
元
制
が
予
定
さ
れ
て
い
た
た
め
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
る
（
８
）
。
実
際
に

は
そ
こ
ま
で
断
言
す
る
こ
と
に
は
跨
路
さ
れ
る
が
、
少
な
く
と
も
そ
の
着
想
源
の
一
つ
が
法
曹
一
元
論
的
な
発
想
に

あ
る
と
い
う
こ
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
法
曹
一
元
論
に
は
憲
法
上
の
根
拠
が
あ
る
と
い
え
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
職
業
裁
判
官
制
度
は
戦
前
以
来
強
固
に
確
立
さ
れ
て
お
り
、
戦
後
の
憲
法
や
裁
判
所
法
に
よ
る

改
革
は
、
司
法
行
政
椎
を
最
高
裁
に
移
管
し
た
点
を
始
め
、
職
業
裁
判
官
制
度
を
前
提
に
そ
の
改
革
を
図
る
も
の
と

受
け
取
ら
れ
た
面
も
あ
る
。
こ
う
し
た
枠
内
で
は
、
む
し
ろ
戦
後
改
革
の
原
点
回
帰
と
し
て
の
裁
判
官
自
治
の
復
権

を
基
調
と
し
た
改
革
案
が
主
張
さ
れ
て
い
る
。

こ
こ
で
は
‘
こ
の
方
向
で
の
一
つ
の
到
達
点
と
も
言
い
う
る
新
藤
宗
幸
の
改
革
案
に
よ
っ
て
そ
の
概
要
を
見
て
み

た
い
（
９
）
。
新
藤
は
司
法
行
政
の
包
括
的
な
改
革
を
訴
え
て
い
る
が
、
そ
の
核
心
と
な
る
の
は
、
司
法
行
政
権
を
最

高
裁
事
務
総
局
お
よ
び
そ
の
系
列
化
に
あ
る
高
裁
長
官
、
地
裁
所
長
等
か
ら
、
各
裁
判
所
に
お
か
れ
て
い
る
裁
判
官

会
議
へ
と
取
り
戻
し
、
裁
判
官
の
「
自
立
」
「
裁
判
官
平
等
」
に
基
づ
く
分
権
的
な
も
の
と
す
る
こ
と
で
あ
る
。

新
藤
に
よ
れ
ば
、
「
裁
判
所
の
司
法
行
政
事
務
を
合
議
体
で
あ
る
裁
判
官
会
議
に
ゆ
だ
ね
る
こ
と
は
、
ま
さ
に
戦

後
司
法
改
革
の
理
念
を
具
体
化
す
る
も
の
」
で
あ
り
、
新
藤
の
主
張
は
、
い
わ
ば
原
点
回
帰
を
い
う
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
各
級
裁
判
官
会
議
が
形
骸
化
し
て
い
る
基
本
的
要
因
は
、
裁
判
官
人
事
が
最
高
裁
事
務
総
局
に
実
質
的
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１
憲
法
解
釈
論
に
つ
い
て

第
一
節
で
は
、
憲
法
解
釈
論
と
制
度
改
革
論
と
に
分
け
て
従
来
の
議
論
フ
レ
ー
ム
を
紹
介
し
た
が
、
こ
の
う
ち
憲

法
解
釈
論
に
つ
い
て
は
、
筆
者
は
今
の
と
こ
ろ
、
大
き
な
変
更
が
必
要
だ
と
は
考
え
て
い
な
い
。
最
高
裁
長
官
お
よ

び
裁
判
官
の
任
命
に
つ
い
て
の
み
一
言
し
て
お
く
と
、
憲
法
解
釈
レ
ベ
ル
で
は
内
閣
の
広
い
裁
量
を
否
定
す
る
こ
と

に
握
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
り
、
裁
判
官
会
議
の
復
権
の
た
め
に
は
人
事
シ
ス
テ
ム
の
抜
本
的
な
改
革
が
必
要
だ
と

し
て
（
ｍ
）
、
地
裁
と
高
裁
の
裁
判
官
会
議
、
さ
ら
に
は
学
識
経
験
者
を
含
む
市
民
代
表
が
委
員
の
過
半
数
を
占
め
る

新
設
の
地
域
裁
判
官
人
事
諮
問
委
員
会
が
協
働
す
る
高
裁
区
域
単
位
の
分
権
的
な
人
事
シ
ス
テ
ム
を
提
案
す
る
（
且
。

ま
た
、
高
度
職
業
人
と
し
て
の
裁
判
官
の
人
事
評
価
、
研
修
に
つ
い
て
は
、
大
学
の
研
究
者
を
モ
デ
ル
に
、
相
互

評
価
・
自
己
研
鐙
を
重
視
し
た
制
度
へ
の
転
換
を
主
張
す
る
（
吃
）
。
報
酬
に
つ
い
て
も
、
現
在
の
多
段
階
区
分
は
高

度
職
業
人
の
報
酬
制
度
に
相
応
し
く
な
い
と
し
て
簡
素
化
す
べ
き
で
あ
る
と
す
る
（
肥
）
。

そ
の
ほ
か
、
裁
判
所
の
情
報
公
開
と
市
民
参
加
の
促
進
と
し
て
、
行
政
機
関
並
み
の
情
報
公
開
制
度
の
確
立
と
、

司
法
制
度
改
革
に
よ
っ
て
設
置
さ
れ
た
裁
判
所
委
員
会
の
活
性
化
を
提
案
し
て
い
る
（
腔
）
。

こ
う
し
た
改
革
後
の
最
高
裁
事
務
総
局
か
ら
は
職
業
裁
判
官
は
去
り
、
裁
判
官
会
議
を
主
体
と
す
る
司
法
行
政
の

補
助
・
補
佐
に
文
字
通
り
徹
す
る
こ
と
と
な
る
（
喝
）
。

以
上
が
、
「
司
法
民
主
主
義
」
の
実
現
に
向
け
た
新
藤
の
シ
ナ
リ
オ
で
あ
る
。

三
検
討

245



第三章 主権と民主主義一憲法理論の課題と展望

は
困
難
で
あ
る
が
、
運
用
レ
ベ
ル
で
は
、
憲
法
の
想
定
と
は
異
な
っ
て
い
る
こ
と
（
船
）
は
理
解
し
つ
つ
、
現
在
の
よ

う
に
最
高
裁
の
「
自
律
性
」
を
尊
重
す
る
運
用
が
望
ま
し
い
の
か
、
あ
る
い
は
、
よ
り
「
政
治
化
」
す
べ
き
か
に
つ

い
て
は
、
違
憲
審
査
の
あ
り
方
と
も
関
係
し
て
困
難
な
問
題
で
あ
る
が
（
Ｆ
）
、
こ
の
問
題
は
む
し
ろ
国
会
の
審
議
、

統
制
機
能
の
あ
り
方
と
関
連
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

２
制
度
改
革
論
に
つ
い
て

⑩
司
法
行
政
の
担
い
手
に
つ
い
て

新
藤
の
議
論
を
始
め
と
す
る
こ
れ
ま
で
の
制
度
改
革
論
の
う
ち
、
個
別
に
は
首
肯
で
き
る
点
も
多
い
。
裁
判
所
は

多
様
性
と
開
放
性
を
も
っ
と
備
え
る
べ
き
で
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
裁
判
官
の
数
は
少
な
す
ぎ
る
。
司
法
制
度
改
革
審

議
会
も
、
従
来
の
司
法
行
政
批
判
を
か
な
り
取
り
入
れ
た
内
容
に
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
分
か
る
通
り
、
こ
う
し

た
認
識
に
つ
い
て
は
広
く
コ
ン
セ
ン
サ
ス
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
た
だ
、
従
来
の
改
革
論
に
つ
い
て
は
、
な
お
検

討
す
べ
き
余
地
が
あ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
（
肥
）
。

ま
ず
、
司
法
行
政
に
つ
い
て
で
あ
る
。
司
法
行
政
と
は
、
「
狭
義
の
司
法
椎
が
そ
の
本
来
の
使
命
を
十
分
に
達
成

し
う
る
よ
う
に
、
そ
れ
に
必
要
な
人
的
、
物
的
機
構
の
供
給
、
維
持
、
事
務
の
合
理
的
、
効
率
的
運
用
等
の
い
わ
ゆ

る
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
的
な
仕
事
を
そ
の
主
た
る
内
容
と
す
る
」
（
⑬
）
等
と
さ
れ
る
が
、
こ
の
う
ち
、
特
に
重
要
な
の

は
人
事
と
予
算
で
あ
ろ
う
。

裁
判
所
法
上
、
最
高
裁
の
司
法
行
政
権
は
、
各
裁
判
所
に
置
か
れ
る
裁
判
官
会
議
に
委
任
さ
れ
て
い
る
（
憲
法
七

七
条
三
項
、
裁
判
所
法
二
○
条
、
二
九
条
、
三
一
条
の
五
）
。
し
か
し
、
実
際
に
は
裁
判
官
会
議
は
形
骸
化
し
て
お
り
、
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司
法
行
政
権
が
事
実
上
最
高
裁
事
務
総
局
に
掌
握
さ
れ
、
裁
判
官
に
対
す
る
一
元
的
な
管
理
が
な
さ
れ
て
い
る
と
い

う
の
が
新
藤
を
始
め
と
す
る
論
者
の
批
判
で
あ
り
、
そ
の
処
方
菱
と
し
て
裁
判
官
会
議
の
復
権
に
よ
る
司
法
行
政
の

分
権
化
が
主
張
さ
れ
、
最
高
裁
事
務
総
局
の
「
解
体
」
（
補
助
・
補
佐
機
構
化
の
徹
底
）
が
目
指
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。

裁
判
官
に
対
す
る
管
珊
が
過
剰
で
は
な
い
か
と
い
う
指
摘
は
広
く
行
わ
れ
て
お
り
、
そ
の
改
善
が
必
要
で
あ
る
こ

と
に
は
異
論
は
な
い
。
し
か
し
、
裁
判
官
会
議
の
復
権
に
よ
る
司
法
行
政
、
と
り
わ
け
人
事
の
分
権
化
（
高
裁
単
位

の
人
事
）
の
現
実
的
な
機
能
可
能
性
の
問
題
は
措
く
と
し
て
も
、
こ
う
し
た
改
革
論
は
、
事
務
総
局
お
よ
び
そ
れ
を

掌
握
す
る
「
司
法
官
僚
」
と
一
般
裁
判
官
と
の
裁
判
所
内
部
の
関
係
に
考
察
を
限
定
し
て
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
他

の
側
面
を
そ
ぎ
落
と
し
て
し
ま
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
も
思
わ
れ
る
。

確
か
に
、
下
級
裁
判
所
裁
判
官
の
人
事
は
、
裁
判
所
内
部
の
問
題
で
あ
る
と
も
言
え
る
が
、
例
え
ば
、
人
事
と
並

ん
で
重
要
な
予
算
に
つ
い
て
言
え
ば
、
裁
判
所
内
部
で
完
結
す
る
問
題
で
は
な
い
は
ず
で
あ
る
。
予
算
案
の
編
成
と

国
会
提
出
は
内
閣
の
権
限
で
あ
り
、
裁
判
所
予
算
も
そ
の
一
部
と
し
て
、
「
内
閣
に
お
け
る
予
算
の
統
合
調
整
」
（
財

政
法
一
七
条
）
の
対
象
と
な
る
わ
け
で
あ
る
が
、
教
科
書
的
な
説
明
で
は
、
そ
こ
で
も
司
法
府
の
独
立
へ
の
制
度
的

配
慮
が
あ
る
と
さ
れ
る
（
裁
判
所
法
八
三
条
、
財
政
法
一
七
条
，
一
九
条
）
。
も
っ
と
も
、
こ
れ
ら
の
条
文
は
実
際
に
は

用
い
ら
れ
ず
、
死
文
化
し
て
い
る
。

こ
の
こ
と
は
、
内
閣
が
裁
判
所
の
自
律
性
を
尊
重
し
、
十
分
な
予
算
措
置
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す

る
も
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
。
む
し
ろ
、
裁
判
所
の
政
治
的
資
源
が
不
十
分
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
財
政
法
の
特
例
を
活

用
し
て
予
算
編
成
過
程
で
の
影
響
力
を
発
揮
す
る
こ
と
が
で
き
て
い
な
い
と
見
る
の
が
穏
当
だ
ろ
う
。

247



第三草主権と民主主義一憲法理論の課題と展望

こ
の
よ
う
な
事
態
は
、
司
法
行
政
を
裁
判
所
内
部
の
「
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
的
な
仕
事
」
と
見
る
司
法
行
政
観
と

も
密
接
に
関
連
し
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
非
政
治
的
・
非
専
門
的
な
仕
事
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
裁
判
官
が
裁
判

事
務
の
傍
ら
、
裁
判
官
会
議
に
お
い
て
処
理
し
う
る
と
い
う
見
方
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
実
際
に
は
、
司
法
行
政

に
は
、
よ
り
政
治
的
、
能
動
的
な
内
容
が
含
ま
れ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
罰
）
。
今
見
た
予
算
の
問
題
は
そ
の
際

た
る
も
の
で
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
、
こ
の
よ
う
な
側
面
が
欠
け
て
い
た
か
ら
こ
そ
、
司
法
制
度
改
革
の
よ
う
な
大
き

な
外
部
介
入
を
招
い
た
と
い
う
こ
と
も
あ
る
か
も
し
れ
な
い
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
よ
う
な
司
法
行
政
観
と
関
連
す
る
憲
法
解
釈
論
と
し
て
、
裁
判
所
の
規
則
制
定
権
の
理
解
が
あ

る
。
す
な
わ
ち
、
憲
法
七
七
条
一
項
が
定
め
る
規
則
制
定
権
の
範
囲
は
、
「
訴
訟
に
関
す
る
手
続
、
弁
護
士
、
裁
判

所
の
内
部
規
律
及
び
司
法
事
務
処
理
に
関
す
る
事
項
」
で
あ
る
。
こ
の
規
定
は
一
般
に
、
憲
法
上
に
は
明
文
の
な
い

最
高
裁
の
司
法
行
政
権
の
憲
法
上
の
根
拠
の
一
つ
と
さ
れ
て
い
る
が
、
上
記
事
項
の
う
ち
、
「
訴
訟
に
関
す
る
手
続
、

弁
護
士
」
は
「
ハ
ウ
ス
キ
ー
ピ
ン
グ
的
な
仕
事
」
と
し
て
の
司
法
行
政
の
範
囲
に
は
含
ま
れ
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

こ
の
点
、
憲
法
制
定
直
後
に
は
、
裁
判
所
の
規
則
制
定
権
が
英
米
に
由
来
す
る
も
の
で
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
よ
り

広
い
司
法
行
政
権
理
解
に
通
じ
る
見
解
が
示
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
興
味
深
い
（
釦
）
。

以
上
、
司
法
行
政
を
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
捉
え
る
べ
き
か
に
つ
い
て
は
、
今
後
さ
ら
に
検
討
が
必
要
だ
ろ
う

が
、
さ
し
あ
た
り
予
算
の
問
題
を
念
頭
に
お
け
ば
、
司
法
行
政
の
担
い
手
の
問
題
を
裁
判
所
内
部
の
問
題
と
し
て
の

み
捉
え
る
の
で
は
な
く
、
他
の
国
家
機
関
と
の
関
係
を
も
視
野
に
入
れ
た
司
法
行
政
の
担
い
手
を
構
想
す
る
必
要
が

あ
る
の
で
は
な
い
か
。
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し
か
し
、
現
実
に
は
、
こ
の
よ
う
な
事
態
が
実
現
す
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
制
憲
議
会
に
お
い
て
既
に
、
戦
前
か

ら
の
職
業
裁
判
官
制
が
継
承
さ
れ
る
こ
と
が
前
提
と
さ
れ
て
お
り
、
再
任
拒
否
事
由
の
限
定
が
関
心
事
と
な
っ
て
い

た
。
そ
の
後
、
宮
本
判
事
補
事
件
の
影
響
も
あ
り
、
解
釈
論
に
お
い
て
も
関
心
は
こ
の
点
に
集
中
し
た
。
ま
た
、
憲

法
制
定
と
並
行
し
て
検
討
さ
れ
た
裁
判
所
法
制
定
過
程
に
お
い
て
も
、
裁
判
官
会
議
制
度
は
お
か
れ
た
も
の
の
、
判

事
補
制
度
を
含
め
、
職
業
裁
判
官
制
度
が
前
提
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。
そ
こ
で
は
、
樋
口
陽
一
の
周

②
裁
判
官
の
独
立
の
議
論
の
仕
方
に
つ
い
て

次
に
、
裁
判
官
の
職
権
行
使
の
独
立
に
関
し
て
、
新
藤
を
始
め
と
す
る
改
革
論
者
の
主
張
で
は
、
最
高
裁
事
務
総

局
の
権
力
を
徹
底
的
に
縮
減
す
る
必
要
性
が
強
調
さ
れ
る
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
処
方
菱
は
唯
一
の
も
の
で
は
な

く
、
裁
判
官
の
側
の
基
盤
強
化
に
よ
っ
て
統
制
に
対
抗
す
る
と
い
う
視
点
も
あ
り
う
る
の
で
は
な
い
か
。

周
知
の
よ
う
に
憲
法
八
○
条
一
項
は
下
級
裁
判
所
裁
判
官
の
任
期
制
を
定
め
て
い
る
。
こ
の
規
定
の
趣
旨
は
必
ず

し
も
判
然
と
し
な
い
と
こ
ろ
が
あ
る
が
、
前
述
の
と
お
り
、
少
な
く
と
も
そ
の
着
想
源
の
一
つ
が
法
曹
二
兀
論
的
な

発
想
に
あ
る
と
い
う
こ
と
は
言
え
そ
う
で
あ
る
。

そ
う
だ
と
す
れ
ば
、
下
級
裁
判
所
の
裁
判
官
は
、
有
力
な
弁
護
士
か
ら
選
任
さ
れ
る
こ
と
が
想
定
さ
れ
て
い
た
と

言
え
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
個
々
の
裁
判
官
が
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
的
な
正
統
性
の
基
盤
を
有
す
る
こ
と
を
意
味
す

る
。
こ
の
よ
う
な
事
態
を
前
提
と
す
れ
ば
、
裁
判
官
会
議
に
象
徴
さ
れ
る
「
裁
判
官
平
等
原
則
」
も
無
理
な
く
理
解

可
能
で
あ
る
し
、
最
高
裁
の
司
法
行
政
権
に
対
抗
し
て
職
権
行
使
の
独
立
性
を
確
保
す
る
こ
と
も
可
能
で
あ
る
と
思

わ
れ
る
。
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こ
の
よ
う
な
状
況
は
、
今
日
で
も
基
本
的
に
は
変
わ
っ
て
い
な
い
が
、
本
稿
で
は
、
司
法
制
度
改
革
に
よ
っ
て
導

入
さ
れ
た
国
民
の
参
加
制
度
が
、
こ
う
し
た
状
況
に
風
穴
を
開
け
、
裁
判
官
に
新
た
な
正
統
性
の
基
盤
を
与
え
る
可

能
性
に
着
目
し
た
い
。

二
○
○
九
年
に
発
足
し
た
裁
判
員
制
度
は
、
二
○
一
四
年
に
は
発
足
五
周
年
を
迎
え
、
そ
れ
を
契
機
に
こ
の
制
度

が
刑
事
裁
判
に
も
た
ら
し
た
変
革
や
課
題
の
検
証
が
行
わ
れ
た
が
、
本
稿
の
こ
こ
で
の
関
心
か
ら
は
、
次
に
掲
げ
る

よ
う
な
裁
判
官
ア
ン
ケ
ー
ト
へ
の
回
答
が
注
目
さ
れ
る
。

知
の
批
判
（
鯉
）
に
あ
る
よ
う
に
裁
判
官
の
地
位
は
不
安
定
化
し
、
本
稿
前
半
で
触
れ
た
よ
う
な
裁
判
官
へ
の
統
制
の

こ
の
よ
う
な
回
答
か
ら
は
、
こ
れ
ま
で
疑
問
視
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
刑
事
裁
判
の
運
用
に
つ
い
て
、
結
果
と
し
て

そ
れ
を
改
め
る
か
ど
う
か
は
別
と
し
て
、
裁
判
員
に
対
し
て
説
明
を
求
め
ら
れ
る
。
し
か
し
、
上
記
の
ア
ン
ケ
ー
ト

回
答
は
さ
ら
に
進
ん
で
、
こ
の
よ
う
な
説
明
の
機
会
が
、
裁
判
官
が
改
め
て
そ
う
し
た
運
用
の
理
由
と
正
当
性
を
考

前
提
と
な
っ
た
。

裁
判
官
が
裁
判
員
と
対
等
に
評
議
等
を
す
る
こ
と
が
、
裁
判
官
に
対
し
て
、
新
鮮
な
刺
激
を
与
え
た
こ
と
、
国

民
の
常
識
に
対
面
し
、
従
来
の
法
曹
の
常
識
が
そ
の
ま
ま
で
は
通
用
し
な
く
な
っ
た
こ
と
、
裁
判
員
等
に
裁
判
官

の
考
え
を
理
解
し
て
も
ら
う
た
め
に
は
、
従
来
よ
り
も
も
う
一
歩
深
い
と
こ
ろ
か
ら
も
の
を
考
え
ざ
る
を
え
な
い

こ
と
な
ど
、
人
間
的
な
訓
練
を
含
め
て
様
々
な
良
い
影
響
を
も
た
ら
し
て
い
る
（
詔
）
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こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
は
顕
著
な
変
化
が
あ
る
と
は
言
い
難
い
が
、
司
法
制
度
改
革
の
柱
の
一
つ
で
あ
っ
た
司
法
の

国
民
的
基
盤
の
強
化
は
、
司
法
府
の
国
民
へ
の
開
放
性
の
向
上
に
よ
り
、
よ
り
能
動
的
な
司
法
行
政
を
も
た
ら
す
可

能
性
も
あ
っ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。

し
て
言
え
ば
、
裁
岬

プ
ロ
セ
ス
で
あ
る
。

え
る
契
機
に
な
っ
て
い
る
こ
と
が
伺
え
る
。
こ
う
し
た
プ
ロ
セ
ス
を
通
じ
、
社
会
常
識
、
あ
る
い
は
市
民
の
考
え
る

公
共
性
の
有
り
様
が
裁
判
官
に
伝
達
さ
れ
る
こ
と
に
な
り
、
あ
る
い
は
、
個
々
の
裁
判
官
が
自
発
的
に
行
動
様
式
を

修
正
す
る
可
能
性
も
生
じ
る
（
料
）
。

こ
れ
ま
で
の
議
論
で
も
、
裁
判
員
制
度
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
要
素
は
重
視
さ
れ
て
き
た
。
た
だ
、

一
般
に
は
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
は
良
き
裁
判
の
実
現
に
資
す
る
と
い
う
見
方
が
中
心
で
あ
り
（
き
、
そ
の
他
に

は
討
議
民
主
主
義
か
ら
こ
の
点
に
着
目
す
る
見
解
昂
）
も
あ
っ
た
。

こ
れ
ら
の
見
方
は
そ
れ
ぞ
れ
重
要
で
あ
る
が
、
先
に
引
用
し
た
よ
う
な
回
答
を
さ
ら
に
敷
桁
す
れ
ば
、
裁
判
官
の

独
立
を
強
化
す
る
プ
ロ
セ
ス
と
し
て
こ
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
捉
え
る
こ
と
も
可
能
で
は
な
い
か
。
や
や
誇
張

し
て
言
え
ば
、
裁
判
所
の
官
僚
的
統
制
に
対
し
て
、
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
成
果
を
通
じ
て
自
律
性
を
獲
得
す
る

裁
判
官
が
国
民
に
接
す
る
機
会
を
得
る
こ
と
で
、
上
記
の
よ
う
な
プ
ロ
セ
ス
が
中
長
期
的
に
裁
判
官
の
行
動
様
式

に
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性
も
少
な
く
な
い
と
思
わ
れ
る
。

山
お
わ
り
に
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そ
の
反
面
、
そ
れ
は
対
内
的
に
は
こ
れ
ま
で
の
司
法
行
政
の
体
制
の
維
持
強
化
を
も
た
ら
す
可
能
性
も
あ
っ
た
。

こ
れ
に
つ
い
て
は
、
裁
判
官
の
人
事
評
価
の
透
明
化
や
下
級
裁
判
所
指
名
諮
問
委
員
会
の
設
悩
に
よ
る
若
干
の
改
善

が
な
さ
れ
た
ほ
か
、
次
の
点
が
注
目
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
司
法
制
度
改
革
に
よ
り
、
裁
判
貝
制
度
以
外
に
も
調
停

等
を
含
め
た
広
い
意
味
で
の
裁
判
作
用
や
司
法
行
政
に
関
連
す
る
場
に
お
い
て
、
裁
判
官
が
国
民
と
直
接
接
触
し
協

働
す
る
機
会
が
大
幅
に
拡
充
さ
れ
た
。
こ
う
し
た
協
働
の
実
践
に
よ
っ
て
、
従
来
の
「
上
か
ら
の
統
制
」
に
対
し
て

「
下
か
ら
の
対
抗
」
の
基
盤
が
形
成
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
し
て
そ
れ
が
裁
判
官
の
独
立
性
を

高
め
る
の
で
は
な
い
か
、
今
後
の
動
向
に
注
視
し
て
い
く
必
要
性
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。

（
９
）
新
藤
宗
幸
「
司
法
官
僚
裁
判
所
の
権
力
者
た
ち
』
（
岩
波
書
店
、
二
○
○
九
年
）
。
ま
た
、
元
裁
判
官
で
あ
る

（
１
）
樋
口
陽
一
「
比
較
の
中
の
日
本
国
憲
法
」
（
岩
波
書
店
、
一
九
七
九
年
）
一
六
一
頁
。

（
２
）
同
耆
一
四
○
頁
。

（
３
）
牧
原
出
「
政
治
化
と
行
政
化
の
は
ざ
ま
の
司
法
権
最
高
裁
判
所
ご
望
）
‐
ご
ｇ
」
公
共
政
策
研
究
六
号
（
二
○

○
六
年
）
一
七
頁
以
下
。

（
４
）
宮
澤
俊
義
（
芦
部
信
喜
補
訂
）
『
全
訂
日
本
国
慾
法
」
（
Ⅲ
本
評
論
社
、
一
九
七
八
年
）
六
三
八
頁
。

（
５
）
同
書
六
六
一
頁
。

（
６
）
同
書
六
六
一
頁
。

（
７
）
南
野
森
「
司
法
の
独
立
と
裁
判
官
の
良
心
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
○
○
号
（
二
○
一
○
年
）
二
頁
以
下
。

（
８
）
芹
沢
斉
ほ
か
（
編
）
『
新
基
本
法
コ
ン
メ
ン
タ
ー
ル
憲
法
」
（
日
本
評
論
社
、
二
○
二
年
）
四
二
三
頁
（
小
貫

幸
浩
）
。
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西
理
も
最
近
、
裁
判
官
会
議
の
復
権
を
軸
と
す
る
改
革
案
を
主
張
し
て
い
る
（
西
理
「
司
法
行
政
に
つ
い
て
（
上
）

（
中
）
（
下
ご
判
例
時
報
二
一
四
一
号
三
頁
以
下
、
二
一
四
三
号
四
五
頁
以
下
、
二
一
四
四
号
（
い
ず
れ
も
二
○
一

二
年
）
一
七
頁
以
下
。

（
皿
）
新
藤
・
前
掲
注
（
９
）
一
九
六
頁
。

（
Ⅱ
）
同
書
一
九
九
頁
以
下
。

（
胆
）
同
書
二
○
五
頁
以
下
お
よ
び
二
○
九
頁
以
下
。

（
昭
）
同
耆
二
○
七
頁
。

（
皿
）
同
耆
一
二
一
頁
以
下
。

（
巧
）
同
書
二
二
五
頁
以
下
。

（
恥
）
今
関
源
成
「
最
高
裁
裁
判
官
の
任
命
慣
行
の
問
題
点
」
ジ
ュ
リ
ス
ト
一
四
○
○
号
（
二
○
一
○
年
）
二
七
頁
以

下
（
二
九
頁
）
・

（
Ⅳ
）
見
平
典
「
憲
法
学
と
司
法
政
治
学
の
対
話
違
憲
審
査
制
と
憲
法
秩
序
の
あ
り
方
を
め
ぐ
っ
て
（
憲
法
学
の
ゆ

く
え
２
１
１
こ
法
律
時
報
八
六
巻
八
号
（
二
○
一
四
年
）
九
三
頁
以
下
、
拙
稿
「
イ
ン
ト
ロ
ダ
ク
シ
ョ
ン
（
憲

法
学
の
ゆ
く
え
２
１
１
）
」
同
号
八
七
頁
以
下
。

（
略
）
な
お
、
以
下
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
司
法
制
度
司
法
制
度
改
革
と
裁
判
所
・
裁
判
官
像
の
転
換
」
笠
原
毅
彦

（
編
）
「
戦
後
日
本
の
統
治
シ
ス
テ
ム
再
考
」
（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
近
刊
）
も
参
照
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

（
的
）
最
高
裁
判
所
事
務
総
局
（
編
二
裁
判
所
法
逐
条
解
説
（
上
）
」
（
法
曹
会
、
一
九
六
八
年
）
一
○
三
頁
。

（
別
）
こ
の
点
、
「
む
し
ろ
将
来
に
お
い
て
必
要
な
こ
と
は
、
ル
ー
テ
ィ
ン
の
司
法
行
政
事
務
の
処
理
の
み
で
は
も
は

や
追
い
付
か
な
い
、
根
本
的
な
裁
判
所
制
度
の
脱
皮
が
迫
ら
れ
つ
つ
あ
る
現
在
、
そ
の
課
題
の
達
成
に
必
要
な
体

制
を
速
か
に
司
法
部
内
に
確
立
す
る
こ
と
」
と
す
る
三
ヶ
月
草
の
先
駆
的
な
指
摘
（
三
ヶ
月
草
「
裁
判
所
制
度

比
較
私
法
制
度
論
の
立
場
か
ら
の
一
考
察
」
田
中
二
郎
（
編
）
『
日
本
国
憲
法
体
系
⑤
統
治
の
機
構
（
Ⅱ
）
』
（
有
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（
副
）
規
則
制
定
権
を
憲
法
で
規
定
す
る
こ
と
の
意
義
に
つ
い
て
高
柳
賢
三
は
、
「
こ
の
制
度
を
特
に
憲
法
で
規
定
す

る
と
い
う
こ
と
は
こ
れ
ら
事
項
に
つ
い
て
、
国
会
の
立
法
権
を
排
除
す
る
と
い
う
意
味
に
と
れ
る
の
で
あ
る
。
そ

れ
は
国
会
に
た
い
す
る
司
法
部
の
自
治
、
い
わ
ば
司
法
権
独
立
の
二
○
世
紀
的
形
態
で
あ
る
と
も
い
え
る
わ
け
で

あ
る
。
反
面
か
ら
い
え
ば
司
法
の
能
率
的
運
営
に
つ
い
て
、
司
法
部
に
全
責
任
を
負
わ
せ
る
と
い
う
こ
と
で
あ
る
」

と
し
た
（
高
柳
賢
三
「
司
法
権
の
将
来
継
受
法
と
大
陸
的
伝
統
と
の
相
克
」
法
律
時
報
二
四
巻
一
○
号
〔
一
九

五
二
年
〕
三
頁
以
下
〔
六
頁
〕
）
。
ま
た
、
高
柳
の
憲
法
制
定
時
の
貴
族
院
議
員
と
し
て
の
質
疑
に
つ
い
て
は
参
照
、

大
石
眞
「
憲
法
史
と
憲
法
解
釈
」
（
信
山
社
、
二
○
○
○
年
）
一
六
二
，
一
六
四
頁
。

（
館
）
樋
口
陽
一
「
裁
判
の
独
立
」
樋
口
陽
一
（
編
）
「
講
座
憲
法
学
５
権
力
の
分
立
１
」
（
日
本
評
論
社
、
一
九
九

四
年
）
四
一
頁
以
下
（
四
九
，
五
○
頁
）
。

（
羽
）
浅
見
宣
義
ほ
か
「
日
本
裁
判
官
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
・
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
司
法
改
革
加
年
、
こ
れ
ま
で
と
こ
れ
か
ら

第
二
部
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
司
法
改
革
の
現
状
と
裁
判
官
等
の
評
価
」
判
例
時
報
二
一
六
八
号
（
二
○

一
三
年
）
三
頁
以
下
（
二
一
’
二
二
頁
）
。

（
型
）
参
照
、
井
上
達
夫
「
司
法
の
民
主
化
と
裁
判
員
制
度
ｌ
裁
判
官
に
期
待
さ
れ
る
も
の
」
司
法
研
修
所
論
集
一

一
四
号
（
二
○
○
五
年
）
一
○
四
頁
以
下
（
一
三
七
’
一
三
八
頁
）
。

（
妬
）
土
井
真
一
「
日
本
国
憲
法
と
国
民
の
司
法
参
加
」
長
谷
部
恭
男
ほ
か
（
編
）
『
変
容
す
る
統
治
シ
ス
テ
ム
（
岩
波

講
座
憲
法
４
）
」
（
岩
波
書
店
、
二
○
○
七
年
）
二
三
五
頁
以
下
（
二
七
八
頁
）
、
佐
藤
幸
治
「
司
法
改
革
の
経
緯
、

成
果
、
そ
し
て
課
題
」
判
例
時
報
二
一
六
七
号
（
二
○
一
三
年
）
三
頁
以
下
（
九
六
頁
）
等
。

（
恥
）
柳
瀬
昇
「
裁
判
員
制
度
の
立
法
学
」
（
日
本
評
論
社
、
二
○
○
九
年
）

斐
閣
、

れ
る
。

九
六
四
年
）
七
三
頁
以
下
〔
一
二
九
頁
〕
）
は
、
今
日
に
お
い
て
も
顧
み
ら
れ
る
価
値
が
あ
る
と
思
わ
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